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認知機能成績、妨害工作行為）ついて詳細に検討し、いくつかの個人特性が虚偽に伴う反応に影
響を及ぼす可能性が示唆された。今後の課題としては、実務への応用を考慮するためには、犯罪
者集団でも本研究と同様の結果が得られるかどうか検討する必要がある。また、NIRSを従来の
ポリグラフ装置に加えて試験的に導入し、実務のポリグラフ検査環境で有効であるかどうかを確
認する必要がある。また、実務の場において、被検者の個人特性をどのように評価するかについ
ても今後の検討課題である。 
 
結論 
 本研究では、虚偽検出の精度向上を目指し、虚偽や裁決項目への認識の隠匿に伴う反応の生起要因
の解明、より虚偽検出精度が高い新規の生理指標の検討、被検者側の反応の個人差に影響する個人特
性について検討した。本研究の結果、虚偽に伴う情動的側面については、嘘をつくことそれ自体が自
動的にNegative情動を喚起することが明らかになり、NIRSを用いた虚偽検出の有効性については、
様々な課題で 80%以上の虚偽検出率が見られ、有効であることが確認された。また、末梢神経系の反
応においては、神経症傾向が高く、利他的な人ほど反応が表出されやすく、中枢神経系の反応におい
ては、能動的制御に関与するような認知機能の能力や対人コミュニケーションスキルが高い人、衝動
的支配性の高い人で反応が表出されにくい可能性が示唆された。また、皮膚電気活動や心臓血管系反
応は、何か関係ないことを考える」、「非裁決項目を裁決項目だと思い込む」のような心理的カウンタ
メジャーの行使により、反応が表出しにくくなる傾向が示唆された。本研究によって得られた知見を
生かし、被検者の特性に応じた有効な生理指標を用いることで、犯罪捜査の場で行うポリグラフ検査
を改善させ、裁決項目検出や虚偽に伴う特異反応の検出精度を向上させることができると思われる。 
